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一
般
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
合
わ

せ
て
３
２
０
８
億
６
５
０
万
円
（
同
０
・

１
㌫
増
）
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
３
億

１
３
０
４
万
円
増
加
し
ま
し
た
が
、
臨

時
財
政
対
策
債
を
除
く
と
、
前
年
度
か

ら
23
億
４
１
３
４
万
円
減
少
し
て
い
ま

す
。

　国
民
健
康
保
険
会
計
な
ど
13
事
業
の

歳
入
決
算
額
は
１
５
１
５
億
１
０
２
５

万
円
（
同
６
・
３
㌫
減
）、
歳
出
決
算
額

は
１
４
３
９
億
４
１
０
３
万
円
（
同
７
・

２
㌫
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　災
害
復
旧
債
や
、
地
方
交
付
税
を
振

り
替
え
る
臨
時
財
政
対
策
債
の
影
響
で
、

一般会計の推移
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歳入決算額
歳出決算額

30年度29年度28年度27年度平成26年度

190,826 189,752
185,906

190,102 188,260

186,839 184,330
179,803

184,570 184,029

（単位：百万円）
　最
終
予
算
額
は
、
２
０
２
０
億
８

８
０
６
万
円
（
対
前
年
度
比
１
・
２

㌫
減
）
で
、
そ
の
う
ち
歳
入
決
算
額

は
１
８
９
７
億
５
２
３
１
万
円
（
同

０
・
６
㌫
減
）、
歳
出
決
算
額
は
１

８
４
３
億
３
０
３
０
万
円
（
同
１
・

３
㌫
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　２
年
連
続
で
過
去
最
高
の
収
入
額

を
更
新
し
た
市
税
な
ど
の
増
収
で
、

基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
、
繰
入
金
が
減
る
な
ど
、

全
体
で
は
10
億
７
４
０
７
万
円
、
率

に
し
て
０
・
６
㌫
の
減
と
な
り
ま
し

た
。　事

業
の
完
了
に
よ
る
臨
時
福
祉
給

付
金
費
の
減
が
あ
っ
た
も
の
の
、
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
量
増
加

な
ど
も
あ
り
、
民
生
費
が
８
８
３
億

３
１
７
８
万
円
（
同
２
・
０
㌫
減
）

で
全
体
の
47
・
９
㌫
を
占
め
て
い
ま

す
。
次
い
で
、
土
木
費
が
１
８
５
億

９
７
６
６
万
円
（
同
４
・
３
㌫
減
）、

衛
生
費
が
１
６
３
億
７
８
３
４
万
円

（
同
４
・
２
㌫
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

●豪雨災害からの復旧・復興
　被災された方々への支援、民有地を含む危険箇所での二次災害の防止、営
農継続への支援、災害廃棄物の処理など、豪雨災害からの１日も早い復旧・復
興に全力で取り組みました
●子育て・教育環境のさらなる充実
　ソフト面の支援に重点を置いた待機児童対策、子育て世代包括支援センター
「すくすく・サポート」の市内5カ所での開設、小学校のエアコン整備など
●地域経済の活性化
　中小企業の人手不足への総合的な支援策「働き方改革支援プロジェクト」、中
心市街地での歩行者天国や集客イベントなどによるにぎわい創出や回遊性の向
上、キャッシュレス決済の推進など
●道後温泉地区の活性化と保存修理工事の影響緩和
　松山の宝である道後温泉本館の保存修理工事に着手するとともに、「道後オ
ンセナート2018」の開催、保存修理工事を観光資源として活用する「道後
R
リ ボ ー ン
EBORNプロジェクト」の実施、冠山の「空の散歩道」の眺望スポット整備など
●防災・減災対策への取り組み
　小・中学校の各教室などへの防災行政無線受信システムの整備、災害時の
医薬品の確保、木造住宅の耐震診断と耐震改修への支援、民間の大規模建築
物の耐震改修への補助など

　平成30年度に本市が使ったお金は、一般会計1,843億3,030万円、特別会計1,439億4,103万円で、総額3,282億7,133万円となりました。一般会計
の実質単年度収支は、平成30年7月豪雨災害対応などに財源対策を講じた結果、4億9,385万円の赤字となりましたが、歳入の確保などに努め、赤字の
幅は、平成29年度に比べ約10億円改善しています。実質収支は28億1,421万円となり、61年連続で黒字を確保しました。今後も厳しい財政運営が予想
されますが、健全な財政状況を維持しつつ、皆さんのご理解を得ながら、１人でも多くの人が「笑顔」で、「幸せ」を実感できる「まち」を目指します。

歳

　入 一
般
会
計

市
債
残
高

歳

　出

二次災害防止の応急工事が行われた地区

エアコンが設置された
快適な環境で学習する児童

「道後オンセナート2018」
アート作品の１つ「つばき」

特
別
会
計

こんな事業に使いました

入ったお金
約1,898億円
市民1人当たり

約37万円

市税
（37％）

国庫支出金
（21％）

地方交付税
（11％）

市債
（10％）

県支出金
（７％）

その他
（14％）

歳  入
使ったお金

約1,843億円
市民1人当たり

約36万円

民生費
（48％）

土木費
（10％）

衛生費
（９％）

公債費
（９％）

教育費
（８％）

総務費
（８％）

消防費（２％）商工費･農林水産業費
（４％）

その他（２％）

歳  出
皆さんが納めたお金
694億200万円

市税以外の自主財源
※使用料および手数料など
146億8,945万円（7.7%）
依存財源
※地方消費税交付金など
124億8,333万円（6.6%）

県から入るお金で、使い道
が決められているもの
136億4,059万円

道路や建物を造るために、
国などから借りたお金
182億2,730万円

国から入るお金で、使い道が自由なもの
213億7,229万円

国から入るお金で、使い
道が決められているもの
399億3,736万円

高齢者や障がいがある
人、子育て世帯などを
支えるために
883億3,178万円

火災予防や消防活動、
急病人の救助のために
47億3,466万円商業や農業を盛んにするために

73億163万円

学校の整備やスポーツや文化
などを盛んにするために
141億9,241万円

職員の給料や市の財産
の管理、選挙経費などに
147億5,017万円

国などから借りた
お金を返すために
159億3,062万円

病気を予防したり、ごみ処理や
環境を守ったりするために
163億7,834万円

道路や公園などを整備するために
185億9,766万円

平成30年度
一般会計決算

問
財
政
課
☎
９４８
６
９
８
７
・
FAX
９３４

１
８
０
３

7
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　節
水
の
定
着
や
人
口
減
少
な
ど
の
影

響
が
あ
る
中
で
、
水
道
料
金
収
入
は
前

年
度
よ
り
０
・
４
㌫
減
少
し
ま
し
た
が
、

収
入
が
91
億
４
５
２
８
万
円
、
支
出
が

89
億
７
１
７
５
万
円
（
資
産
維
持
費
を

含
む
）で
、単
年
度
実
質
収
支
は
１
億
７

３
５
３
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　主
な
事
業
と
し
て
、
基
幹
管
路
や
災

害
時
に
救
護
所
が
設
置
さ
れ
る
小
・
中

学
校
３
校
ま
で
の
配
水
支
管
の
耐
震
化

を
実
施
し
た
ほ
か
、
指
定
避
難
所
と
な

る
小
・
中
学
校
74
校
の
う
ち
９
校
に
応

急
給
水
栓
を
設
置
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
基
幹
浄
水
場
の
再
構
築
資
金

を
確
保
す
る
た
め
に
６
億
３
１
３
１
万

円
を
基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
（
累
計
で
46
億
９
２
４
６
万

円
）。

※
応
急
給
水
栓
…
災
害
時
に
簡
単
な
手

順
で
ホ
ー
ス
と
組
み
立
て
式
蛇
口
を
取

り
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
地
元
の
自
主

防
災
組
織
な
ど
と
連
携
し
て
、
い
ち
早

く
給
水
所
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
　簡
易
水
道
を
維
持
す
る
た
め
の
支
出

３
億
２
６
８
８
万
円
（
資
産
維
持
費
を

含
む
）
に
対
し
、
料
金
収
入
だ
け
で
は

運
営
が
難
し
い
た
め
、
一
般
会
計
か
ら

の
補
助
金
２
億
２
１
２
４
万
円
な
ど
に

よ
り
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
ま
し

た
。

　収
入
が
６
億
２
８
０
２
万
円
、
支
出

が
５
億
１
１
８
３
万
円
（
資
産
維
持
費

を
含
む
）
で
、
単
年
度
実
質
収
支
は
１

億
１
６
１
９
万
円
の
黒
字
と
な
り
、
健

全
経
営
を
維
持
し
ま
し
た
。

　下
水
道
の
普
及
拡
大
に
よ
る
使
用
料

収
入
の
増
加
や
、
支
払
利
息
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、
14
億
６
８
１
９
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。
企
業
債
等
残
高
は
、

前
年
度
に
比
べ
28
億
４
５
０
０
万
円
減

少
し
１
２
５
１
億
９
６
０
０
万
円
と
な

り
、
12
年
連
続
で
減
少
し
ま
し
た
。

　主
な
事
業
と
し
て
、
市
内
各
処
理
区

で
面
整
備
を
進
め
た
ほ
か
、
施
設
の
老

朽
化
対
策
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
浸

水
対
策
と
し
て
、雨
水
管
渠
の
整
備
や
、

堀
江
第
1
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
の
機

械
・
電
気
設
備
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　「松
山
市
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
」

に
掲
げ
る
経
営
指
標
の
う
ち
、
毎
年
度

達
成
す
べ
き
４

つ
の
指
標
は
全

て
達
成
し
、
そ

の
他
の
指
標
も

お
お
む
ね
順
調

に
推
移
し
て
い

ま
す
。

　水
道
事
業

　簡
易
水
道
事
業

　水
道
事
業
は
、
節
水
の
定
着
な
ど
の
影
響
が
あ
る
中
で
、
水
道
料
金
収
入
は

前
年
度
よ
り
わ
ず
か
に
減
少
し
た
も
の
の
、
単
年
度
実
質
収
支
は
13
年
連
続
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
下
水
道
の
整
備
に
よ
り
、
普
及
率
が
63
㌫
と
な
り
、

水
洗
化
人
口
は
、
前
年
度
よ
り
３
０
２
５
人
増
え
、
29
万
８
９
３
８
人
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
4
年
連
続
で
黒
字
を
達
成
し
ま
し
た
。

 松山市の家計簿は？財政
特集

平 成 30 年 度
財政事情の公表

◆
実
質
収
支

　当
該
年
度
に
所
属
す
べ

き
収
入
と
支
出
の
実
質
的

な
差
額
。
形
式
収
支
（
歳
入

総
額

－

歳
出
総
額
）か
ら
翌

年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

源
を
差
し
引
い
た
額
。

◆
実
質
単
年
度
収
支

　単
年
度
で
の
実
質
的
な

収
支
。
前
年
度
か
ら
の
収
支

の
累
積
や
基
金
へ
の
積
立
・

取
崩
の
影
響
を
除
い
た
も

の
。
単
年
度
収
支
（
実
質
収

支

－

前
年
度
実
質
収
支
）に
、

実
質
的
な
黒
字
要
素
（
財
政

調
整
基
金
積
立
額
や
地
方

債
の
繰
上
償
還
額
）を
加

え
、
赤
字
要
素
（
財
政
調
整

基
金
取
崩
額
）を
差
し
引
い

た
額
。

◆
市
債（
地
方
債
）

　自
治
体
が
資
金
調
達
の

た
め
に
借
り
入
れ
る
お
金

の
こ
と
。

◆
基
金

　自
治
体
が
特
定
の
目
的

の
た
め
に
財
産
を
維
持
し
、

資
金
を
積
み
立
て
運
用
す

る
も
の
。

◆
地
方
交
付
税

　国
税
の
う
ち
、
所
得
税
、

法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税
の

一
定
割
合
お
よ
び
地
方
法

人
税
の
全
額
を
、
地
方
自
治

体
の
税
収
の
地
域
的
な
不

均
衡
を
補
う
た
め
に
、
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
地
方
自
治

体
固
有
の
財
源
で
、
使
い
道

に
制
限
は
な
い
。

財
政
用
語
解
説

堀江第１雨水排水ポンプ場

使ったお金　【歳出】 １カ月（円） １年間（実際）

家族の医療費など	【扶助費】 128,800 607億3,922万円

食費	 【人件費】 53,900 254億939万円

親戚への援助など	 【補助費・出資金・貸付金】 38,200 180億3,769万円

自宅の修繕・改築	 【普通建設費・維持補修費など】 39,800 187億8,722万円

光熱水費など	 【物件費】 52,400 247億2,859万円

ローン返済	 【公債費】 33,800 159億2,965万円

別に住む家族への仕送り	【繰出金】 40,900 193億1,202万円

預金など	 【積立金】 2,900 13億8,652万円

合計 390,700 1,843億3,030万円

入ったお金　【歳入】 １カ月（円） １年間（実際）

給料・手当　【市税、地方交付税など】 250,000 1,179億4,707万円

親から支援　【国、県支出金】 113,600 535億7,794万円

ローン借入　【市債】 38,600 182億2,730万円

合計 402,200 1,897億5,231万円

まとめ １カ月（円） １年間（実際）

収入から支出を引いた額	【形式収支】 11,500 54億2,201万円

次の年に使い道を決めている額	【翌年度に繰り越すべき財源】 5,500 26億781万円

実質的な黒字の額	 【実質収支】 6,000 28億1,421万円

貯金・借金の残高（年度末現在） 家計換算（円） 実際の額

貯金　　　　【基金の現在高】 1,242,000 488億1,060万円

ローン残高　【市債の残高】 4,587,000 1,803億5,484万円

※数字は、端数処理しています

平
成
30
年
度
公
営
企
業
の
業
務
状
況

水
道
事
業
▼
単
年
度
実
質
収
支
13
年
連
続
黒
字

公
共
下
水
道
事
業
▼
４
年
連
続
で
黒
字
を
達
成

※歳出金額は、支出の性質を家計に例えて分類しています
※扶助費とは、社会保障の一環として、高齢者、児童、生活困窮者などに対して行っ
ているさまざまな援助に要する経費です
※補助費とは、各種団体への助成金や負担金などの経費です
※繰出金とは、特別会計などが安定した運営を行うために、一般会計から支出する
経費です

　公
共
下
水
道
事
業

　工
業
用
水
道
事
業

問
㈽
経
営
管
理
課
☎
９９８
９
８
２
８
・

FAX
９３２
０
４
５
４
、
下
水
道
政
策
課
☎

９４８
６
５
５
４
・
FAX
９３４
５
８
６
２

年収300万円（月収25万円）の家計にたとえると…


